

















キャンプを見おろす草原の斜面に出ると明 い月夜で、湖のさざ波がきらきらと輝いていた。カソンタの先が長くいことを私は痛切に感じた。 」この記述に心を動かされるのは、人間もチンパンジーと共通する「行為空間に参入する表情をおびた身ぶり」である感情のゆえである。菅原は、感情を群居性霊長類の共在 起動し続け エンジンであるとして、そこに切断することの ない実存の流れをみる。
では、人間同士ならば共通の感情をもっているといえる













ナートとともにフィリピンのイロンゴットのもとでフィールドワークを行った。首狩り 行 のは「怒りリゲト」で重くなった心を軽くするためだという。彼女はそ 後ルソン島でフィールドワークの途中崖から転落死する。遺された夫のレナートは、妻のなきがらをみて激しい怒りにから
れ、そこではじめて、イロンゴットの人々の「怒りリゲト」の感情を理解 きたと『文化と真実』において述懐する。レナートはイロンゴットの人々の感情を共有することで、これまでとは異なる現実を生きるこ になる。
私たちの生きている現実は、身体として他者とともにこ
の世界に住 い感じること 、常に新たなものとして生成され続けている。ゆえに「情動が現実を動かす」というよりも「情動は現実そのものを生成する」といった方がいいかもしれない。
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